
令 和 ２ 年 ９ 月 １ ６ 日 
総合政策局物流政策課 
自 動 車 局 貨 物 課 

 

飲料・酒の物流効率化、ドライバーの労働環境改善を目指します 

～「加工食品物流における生産性向上及びトラックドライバーの労働時間改善に関する懇談会 

飲料・酒物流分科会／トラック輸送における取引環境・労働時間改善東京都地方協議会 

飲料・酒物流改善ＷＧ 合同会議」 初会合の開催～ 

トラック運送業においては、ドライバー不足が大きな課題となっており、物流が継続的にその

機能を果たしていく上では、トラックドライバーの長時間労働の改善を図るとともに、物流の生産

性向上を図っていく必要があります。 

物流の生産性向上のためには、個々の輸送品目ごとに抱える課題や特性に違いがあるとこ

ろです。今般実施した調査において、３０分以上の荷待ち時間が生じた件数が多い品目（加工

食品、建設資材、紙・パルプ）について懇談会を立ち上げ検討を行ってまいりましたが、引き続

き荷待ち時間の発生件数が多かった飲料・酒物流について（別紙２参照）、トラック運送事業

者、発着荷主等の関係者が連携した、サプライチェーン全体での検討を行うこととしました。 

 

記 

 

１．日 時 令和２年９月１８日（金）１０：００～１２：００  

２．場 所 株式会社野村総合研究所内会議室（東京都千代田区大手町 1-9-2） 

※事務局及び希望者以外は Web にて参加 

３．委 員 別紙１のとおり 

４．議 題 飲料・酒物流の現状と課題について 等 

５．その他 検討会は、非公開としますが、報道関係者に限り冒頭のみ WEB 傍聴が可能で

す。WEB 傍聴を希望される方は、９月１７日（木）１８時までに以下の送付

先にメールにて名刺のスキャンデータを添付してご連絡ください。期日まで

にご連絡頂いた方に WEB 会議の URL を送付致します。 

【送付先】truck-main★nri.co.jp(「★」を「@」に置き換えてください) 

なお、会場や通信設備等の都合により、WEB 傍聴は各社１名に限定させてい

ただきます。通信状況によって、音声の乱れや一時的な停止が発生する可能

性がありますこと、あらかじめご了承願います。 

会議資料等は、後日、国土交通省ホームページにて公表する予定です。                       

【問い合わせ先】 

国土交通省自動車局貨物課 鈴木 上中 

TEL：03-5253-8111（内線 41313）直通：03-5253-8575 FAX：03-5253-1637 

国土交通省は、関係省庁と連携し、トラックドライバーの荷待ち時間が多い飲料・酒の物流の

効率化、トラックドライバーの労働時間の改善等について検討を行う会議を設置し、９月１８日

（金）に以下のとおり初会合を開催します。 

厚生労働省 

東京運輸支局 同時発表 



別紙１ 

加工食品物流における生産性向上及びトラックドライバーの 

労働時間改善に関する懇談会 飲料・酒物流分科会委員名簿 

                            （順不同・敬称略） 

  矢野  裕児   流通経済大学教授 

筑紫 浩二   アサヒビール 株式会社 生産本部 物流システム部次長 

杉林 貴行  アサヒ飲料株式会社 SCM 本部 SCM 部物流管理グループ 

阿部 繁雄   キリンビバレッジ 株式会社 ＳＣＭ部 物流担当 

照岡 大祐  サントリーMONOZUKURI エキスパート株式会社ＳＣＭ本部課長 

   河野 敦夫   一般社団法人 全国清涼飲料連合会 専務理事 

   岡部 裕貴   株式会社 アペックス 事業統括本部 調達物流部 部長 

   田留 拓朗   株式会社 ジャパンビバレッジホールディングス 戦略本部次長 

井内 邦俊   日本自動販売協会 専務理事 

山本 忠司    国分首都圏 株式会社 物流・システム部長 

平野 浄二   日本酒類販売 株式会社 情報物流本部物流統括部 次長 

時岡 肯平   一般社団法人 日本加工食品卸協会 専務理事 

鷲野 博昭   株式会社 セブン‐イレブン・ジャパン 

       ＱＣ・物流管理本部物流部総括マネージャー 

神戸 達也   株式会社 ヤオコー ロジスティクス推進部長 

城内 康秀   一般社団法人 日本スーパーマーケット協会事務局長兼管理部長 

  廣田 康夫  日本ロジテム 株式会社 営業本部 業務部長 

安倍 正能  全日本トラック協会 輸送事業部 部付部長 

北條 英   公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会 

JILS 総合研究所 所長 

清水 大樹  国税庁酒税課 企画専門官（団体企業係担当） 

伊藤 憲昭   厚生労働省労働基準局労働条件政策課 課長補佐 

井上 脩子   農林水産省食料産業局食品流通課 課長補佐 

川島 昌和   農林水産省食料産業局食品製造課 課長補佐 

松田 圭介   経済産業省商務・サービスグループ物流企画室 室長補佐 

児玉 うらら 国土交通省総合政策局物流政策課 課長補佐 

吉井 洋紀   国土交通省総合政策局物流政策課物流効率化推進室 課長補佐 

高橋 英樹  国土交通省総合政策局参事官（物流産業）室 課長補佐 

鈴木 充生  国土交通省自動車局貨物課 専門官  



別紙１ 

トラック輸送における取引環境・労働時間改善東京都地方協議会 

飲料・酒物流改善ＷＧ委員名簿 

                            （順不同・敬称略） 

  平澤 哲哉  東京商工会議所 地域振興部 担当部長 

安川 典克  キリングループロジスティクス 株式会社  

東日本支社営業部長 

森本 勝也  東亜物流 株式会社 代表取締役 

反町 茂雄  東京都交通運輸産業労働組合協議会 事務局長 

山川 弘二  関東経済産業局 適正取引推進課長 

佐藤 拓也  東京都産業労働局 商工部経営支援課長 

安田 幸次  東京労働局 労働基準部 監督課長 

堀越 千秋  関東運輸局 東京運輸支局 首席運輸企画専門官  



令和２年度の輸送品目別取組強化事業について

平成２９年７月に実施した荷待ち時間実態調査において、３０分以上の荷待ち時間が生じた件数が多
い品目（加工食品、建設資材、紙・パルプ）について懇談会を立ち上げて、課題整理や改善策につい
て検討を行い、その結果を踏まえて品目ごとのガイドラインを策定（令和2年5月公表）。

加工食品、建設資材、紙・パルプの各品目については、ガイドラインにおいて示した今後の取組の方
向性に沿って、引き続き課題解決のための方策について検討・検証を実施する。

また、平成２９年７月及び平成３０年１１月に実施した荷待ち時間の実態調査において、荷待ち時間
が生じた件数が多かった「生鮮食品」及び「飲料、酒」について、課題整理や改善策の検討を実施す
る。

30分以上の荷待ち時間が生じた件数（輸送品目別）

943 加工食品

460 生鮮食品

452 住宅用資材

339
紙（ロール紙、洋紙等）

328

飲料、酒

303
建築・建設用金属製品

172
金属部品・金属加工品

140セメント・コンクリート

126宅配便・特積み貨物

120家庭紙

1004その他

N=4,387（件数）

は、既にガイドラインを策定している品目

別紙２
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生鮮食品

セメント・コンクリート

日用品 鉄鋼厚板・金属薄板等金属

米・麦・穀物

プラスチック性
部品・加工品等

平成２９年７月調査 平成３０年１１月調査

は、令和2年度に検討する品目


